
附
論
　
自
由
民
権
家
・
法
貴
発
の
紀
念
碑
に
つ
い
て
の
一
考
察

石
　
川
　
芳
　
己

一
　
は
じ
め
に

明
治
二
十
三
年
十
二
月
、
丹
波
篠
山
の
自
由
民
権
家
・
法
貨
発
は
肺
結
核
に
よ
り
、
そ
の
四
十
五
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

そ
の
後
、
明
治
三
十
年
頃
に
、
法
貴
の
事
績
を
顕
彰
す
る
石
碑
が
、
笹
山
町
の
王
地
山
公
園
内
に
建
立
さ
れ
、
現
在
に
及
ん

で
い
る
が
、
今
は
、
訪
れ
る
人
も
な
く
荒
れ
果
て
た
状
況
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
筆
者
は
、
全
く
思
い
が
け
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
石
碑
建
設
に
か
か
わ
る
経
緯
に
つ
い
て
知
る
機
会
を
得
た
の

で
あ
る
。

筆
者
が
修
士
論
文
を
執
筆
の
資
料
探
索
の
為
に
法
貴
家
の
関
係
文
書
を
調
査
中
、
「
法
貴
家
文
書
」
　
（
法
貴
六
右
衛
門
氏
所
蔵
）

の
書
類
の
中
に
、
該
顕
彰
碑
の
建
設
に
か
か
わ
る
一
件
書
類
が
混
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
文
書
を
見
た
一
瞬
、
筆
者
は
咄
嗟
に
王
地
山
公
園
の
石
碑
を
思
い
浮
か
べ
、
思
わ
ず
、
息
を
呑
ん
だ
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
紀
念
碑
建
設
当
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
石
碑
の
写
真
を
も
、
法
貴
六
右
衛
門
氏
か
ら
拝
見
し
、
現
在
の
状
況
と
比
較

す
る
こ
と
も
で
き
た
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
従
来
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
新
資
料
を
紹
介
し
な
が
ら
、
法
貴
発
の
顧
彰
碑
建
設
の
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
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と
と
も
に
、
碑
文
の
内
容
に
つ
い
て
も
一
考
を
進
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
　
紀
念
碑
建
設
の
経
緯

明
治
三
十
年
、
法
貴
発
の
弟
子
の
一
人
で
あ
る
森
本
荘
三
郎
が
発
起
人
惣
代
と
な
っ
て
、
法
貴
発
の
紀
念
碑
が
建
設
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。
そ
の
設
立
の
要
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

故
法
貴
発
君
紀
念
碑
建
設
の
要
旨

故
法
貴
発
君
ハ
明
治
十
年
ノ
頃
本
郡
二
帰
り
首
ト
シ
テ
自
由
ノ
大
義
地
方
自
治
ノ
説
ヲ
唱
へ
有
志
ヲ
集
メ
親
睦
会
ナ
ル
モ

ノ
ヲ
　
起
シ
大
二
カ
ヲ
民
権
横
張
二
歳
セ
リ

郡
内
民
権
自
由
平
等
ノ
説
ヲ
主
張
ス
ル
者
ヲ
仰
テ
始
宗
ト
ス
国
会
期
成
同
盟
合
ノ
大
阪
二
起
ル
ヤ
君
奔
走
頗
ル
盈
ス
所
ア

リ
又
　
本
部
二
於
テ
自
治
案
ヲ
組
織
シ
総
理
ト
ナ
リ
後
自
由
業
二
入
り
片
岡
健
吾
氏
卜
大
阪
相
輝
館
二
業
務
ヲ
櫓
富
ス
二
十
年

東
京
二
上
　
り
天
下
ノ
志
士
ト
謀
り
大
成
ヲ
期
セ
シ
モ
不
幸
保
安
條
例
二
蠣
レ
帝
都
三
里
以
外
二
退
去
ヲ
命
セ
ラ
レ
家
二
帰
り

病
ヲ
養
フ

然
レ
ド
モ
憂
園
ノ
念
終
始
変
セ
ス
愛
国
公
案
ノ
組
織
セ
ラ
ル
～
ヤ
君
復
之
二
加
盟
シ
二
十
三
年
初
期
衆
議
院
議
員
選
挙
二
際

シ
競
　
争
場
裏
二
立
チ
大
多
数
ヲ
以
ッ
テ
兵
庫
麟
第
三
区
代
議
士
二
普
選
セ
リ
其
年
帝
国
議
合
二
臨
ミ
平
生
ノ
抱
負
満
腔
ノ
議

論
ヲ
吐
露
　
セ
ン
ト
画
策
ス
ル
所
ア
リ
シ
モ
宿
痢
再
発
終
二
起
タ
ズ
溢
焉
黄
泉
ノ
客
ト
ナ
ル
豊
歎
惜
ノ
至
リ
ナ
ラ
ス
ヤ
今
立
吾

人
等
感
慨
ノ
情
　
二
堰
へ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
依
テ
有
志
相
謀
り
紀
念
碑
ヲ
建
設
シ
聯
君
ガ
泉
下
ノ
塞
ヲ
慰
セ
ン
ト
ス
仰
キ
巽
バ
ク

ハ
諸
人
士
幸
二
吾
人
　
等
ノ
哀
情
ヲ
諒
シ
此
翠
ヲ
賛
助
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
其
設
方
法
ハ
別
二
足
ム
ル
所
ア
リ
請
フ
覧
観
ヲ
賜
へ
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謹
テ
白
ス

さ
ら
に
、
右
の
設
立
主
意
要
旨
を
関
係
者
に
送
付
し
た
う
え
で
、
続
々
と
集
ま
る
寄
付
に
つ
い
て
は
、
「
故
法
責
豪
君
紀
念
碑

建
設
義
金
簿
」
　
（
法
貴
家
文
書
）
　
を
作
成
し
て
、
こ
れ
に
記
録
を
と
ど
め
た
。

寄
付
を
受
け
た
者
に
対
し
て
は
左
の
如
く
領
収
証
を
渡
し
て
い
る
。

領
収
証
（
謹
）

一
金
参
拾
円
也

故
法
貴
沓
君
紀
念
碑
建
設
費
中
へ
御
寄
贈
相
成
正
二
領
収
仕
候
也

明
治
三
十
年
九
月
二
十
二
日

費
起
人
惣
代森

本
　
荘
三
郎
　
⑳
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取
り
扱
い

大
西
亀
次
郎
　
殿

中
川
　
恕
庵

大
西
亀
次
郎
は
陸
軍
軍
医
総
監
で
あ
る
。
中
川
恕
庵
は
、
篠
山
藩
の
御
殿
医
で
あ
り
、
法
貴
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
な
い
。

除
幕
式
に
先
立
っ
て
、
法
貴
尊
の
養
子
の
法
貴
六
郎
（
陸
軍
軍
医
監
）
か
ら
案
内
状
が
関
係
者
に
送
付
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

法
貴
六
郎
は
、
兵
庫
県
印
南
郡
大
塩
村
の
八
木
郁
二
の
五
男
で
法
貴
家
に
養
子
に
入
る
。
鳳
鳴
義
塾
、
第
一
高
等
学
校
を
経



て
福
岡
医
科
大
学
を
卒
業
し
陸
軍
軍
医
と
な
り
栄
進
し
、
最
後
は
陸
軍
軍
医
総
監
　
（
陸
軍
軍
医
中
将
）
と
な
る

三
　
碑
文

法
貴
蟄
紀
念
碑
の
表
に
は
次
の
如
く
印
刻
さ
れ
て
い
る
。

法
貴
賛
君
紀
念
碑

衆
議
院
議
長
　
松
田
　
正
久
　
撰

り
－

松
田
正
久
は
、
第
十
か
ら
第
二
十
一
回
衆
議
院
議
長
を
務
め
た
。
法
責
と
は
友
人
間
関
係
に
あ
っ
た
と
い
，
㌢

次
に
、
記
念
碑
の
裏
面
に
は
次
の
如
く
碑
文
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
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所
貴
於
天
下
之
士
者
見
物
也
明
慮
事
也
迫
衆
之
未
他
遣
衆
之
末
趨
而
趨
忘
身
謀
囲
固
基
礎
張
綱
紀
使
天
下
後
世
被
其
澤
也
法
貴

君
沓
丹
波
篠
山
人
家
世
仕
青
山
侯
君
性
好
学
弱
冠
遊
京
都
江
戸
津
維
新
後
遊
佐
賀
鹿
見
島
藩
廃
奉
職
大
蔵
省
及
び
静
岡
福
岡
二

願
一
旦
慨
然
歎
日
我
国
時
務
莫
先
於
接
張
民
間
民
権
而
不
振
事
不
可
為
也
辞
還
結
多
紀
自
治
賞
時
君
憂
肺
遊
説
各
地
喀
血
不
顧

関
西
自
由
業
推
君
為
委
員
君
即
興
片
岡
健
吉
在
大
阪
幹
事
者
有
年
丁
亥
輿
健
吉
等
上
京
有
所
規
画
政
府
頒
保
安
條
例
勒
出
東
京

庚
寅
園
舎
始
開
君
為
兵
庫
解
撰
推
議
員
而
其
病
大
漸
不
能
臨
而
瞑
年
四
十
五
間
者
莫
不
痛
惜
郷
人
以
予
為
同
窓
之
朋
求
銘
其
銘

日



今
上
登
極

廣
興
含
義

旨
仁
言
畠

君
庭
其
間

東
西
遊
説

禰
窮
禰
堅

推
焉
議
員

於
戯
法
君

容
聖
文
武

事
決
公
論

神
享
人
附

同
志
相
倖

喀
血
不
巳

固
執
不
漁

不
能
土
階

天
下
之
士

首
誓
神
明

上
下
一
心

事
無
前
例

期
興
国
合

吏
怒
生
欒

天
足
時
至

蓋
棺
論
足

以
横
列
祖

盛
行
経
給

宰
臣
危
健

務
成
聖
旨

遠
出
帝
都

園
舎
始
開

勤
烈
執
比

正
四
位
勲
三
等
　
桜
井
勉

四
　
お
わ
日
ソ
に

撰
　
石
工
本
多
熊
太
郎
刻

法
貴
発
の
紀
念
碑
の
在
る
王
地
山
公
園
の
東
方
の
更
に
小
高
い
丘
に
は
、
法
貴
の
師
で
あ
る
渡
辺
弗
槽
の
記
念
碑
が
建
立
さ

れ
て
い
る
。

奇
し
く
も
旧
篠
山
藩
の
藩
校
の
師
弟
の
碑
が
死
後
も
尚
且
つ
師
弟
関
係
を
保
つ
が
如
く
に
同
じ
王
地
山
公
園
内
に
在
る
。

最
近
、
自
由
民
権
運
動
研
究
は
や
や
下
火
で
あ
る
が
、
丹
波
地
方
の
自
由
民
権
運
動
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
法
貴
発
の
紀
念
碑

は
今
は
訪
れ
る
人
も
な
く
、
た
だ
苔
む
す
に
任
せ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。



・
古
墳
文
化

・
古
代
国
家
の
成
立

・
奈
良
の
都

・
平
安
京
の
時
代

・
武
士
と
荘
園

・
受
領
と
院
政

・
平
安
文
化

（
3
）
古
墳
文
化

（
4
）
古
代
国
家
の
成
立

（
5
）
奈
良
の
都

（
6
）
平
安
京
の
時
代

（
7
）
武
士
と
荘
園

（
8
）
受
領
と
院
政

（
9
）
平
安
文
化

3
、
中
世
（
小
山
）

（
1
）
時
代
の
概
観
と
年
表

（
2
）
中
世
か
ら
七
項
目
を
執
筆

（
以
下
は
項
目
例
）

・
武
家
政
治
の
は
じ
ま
り

・
蒙
古
の
来
襲

・
鎌
倉
文
化

・
南
北
朝
の
動
乱

・
室
町
時
代
の
民
衆

・
室
町
文
化

第
二
章
　
中
世
－
時
代
の
概
観
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（
1
）
武
家
政
治
の
は
じ
ま
り

（
2
）
蒙
古
の
来
襲

（
3
）
鎌
倉
文
化

（
4
）
南
北
朝
の
動
乱

（
5
）
室
町
時
代
の
民
衆

（
6
）
室
町
文
化



・
戦
国
時
代
の
社
会

（
7
）
戦
国
時
代
の
社
会

4
、
近
世
（
勝
男
）

（
1
）
時
代
の
概
観
と
年
表

（
2
）
近
世
か
ら
八
項
目
を
執
筆

（
以
下
は
項
目
例
）

・
天
下
統
一

・
江
戸
の
幕
開
け

・
閉
ざ
さ
れ
た
日
本

・
江
戸
の
町
と
村

・
近
世
日
本
の
商
品
流
通

・
泰
平
の
世

・
近
代
へ
の
胎
動

・
近
世
社
会
の
揺
ら
ぎ

第
三
章
　
近
世
－
時
代
の
概
観

（
1
）
天
下
統
一

（
2
）
　
江
戸
幕
府
の
幕
開
け

（
3
）
　
「
鎖
国
」
体
制
下
の
対
外
関
係

（
4
）
　
町
と
村

（
5
）
経
済
力
の
発
展

（
6
）
泰
平
の
世

（
7
）
　
幕
政
改
革

（
8
）
近
代
へ
の
胎
動

183

5
、
近
代
（
小
寺
）

（
1
）
時
代
の
概
観
と
年
表

（
2
）
近
代
か
ら
一
〇
項
目
を
執
筆

第
四
章
　
近
代
－
時
代
の
概
観



（
以
下
は
項
目
例
）

・
開
国
と
幕
末
の
動
揺

・
明
治
維
新
と
殖
産
興
業

・
自
由
民
権
運
動
と
立
憲
国
家
の
成
立

・
日
清
・
日
露
戦
争
と
ア
ジ
ア

・
産
業
革
命
の
光
だ
と
第
一
次
世
界
大
戦

・
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

・
大
衆
文
化
の
時
代

・
昭
和
の
幕
開
け
と
軍
部
の
台
頭

・
日
中
戦
争
と
国
民
生
活

・
太
平
洋
戦
争

（
1
）
幕
末
の
政
争

（
2
）
文
明
開
化

（
3
）
自
由
民
権
運
動
と
立
憲
国
家
l

（
4
）
　
日
清
・
日
露
戦
争
と
ア
ジ
ア

（
5
）
資
本
主
義
の
成
立
と
社
会
問
題

（
6
）
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
政
治
と
社
会

（
7
）
第
一
次
世
界
大
戦
と
日
本

（
8
）
大
衆
文
化
の
時
代

（
9
）
軍
部
の
台
頭
と
十
五
年
戦
争
の
開
始

（
1
0
）
戦
時
体
制
と
国
民
生
活

184

6
、
現
代
（
西
住
）
　
（
三
原
）

（
1
）
時
代
の
概
観
と
年
表

（
2
）
現
代
か
ら
七
項
目
を
執
筆

（
以
下
は
項
目
例
）

・
戦
後
日
本
の
再
出
発

・
世
界
の
動
向
と
日
本

第
五
章
　
現
代
－
時
代
の
概
観

（
1
）
戦
後
日
本
の
再
出
発

（
2
）
世
界
の
動
向
と
日
本



・
新
し
い
日
本
文
化
の
発
達

・
一
九
七
〇
年
代
の
危
機
と
日
本

・
経
済
大
国
と
冷
戦
終
結

・
現
代
の
日
本
と
国
際
政
治

・
今
日
の
日
本
と
そ
の
課
題

（
3
）
新
し
い
日
本
文
化
の
発
達

（
4
）
一
九
七
〇
年
代
の
危
機
と
日
本

（
5
）
経
済
大
国
と
冷
戦
終
結

（
6
）
現
代
の
日
本
と
国
際
政
治

（
7
）
今
日
の
日
本
と
そ
の
課
題

以
上
の
比
較
か
ら
各
執
筆
者
の
執
筆
傾
向
は
二
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
章
、
第
二
章
、
第
五
章
の
執
筆
者
は
、
与

え
ら
れ
た
項
目
に
従
い
、
そ
の
枠
内
で
執
筆
す
る
こ
と
を
よ
し
と
す
る
方
々
で
あ
る
。
も
う
一
方
は
、
第
三
、
第
四
章
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
既
成
の
枠
を
よ
し
と
す
る
こ
と
な
く
、
独
自
の
項
目
を
立
て
執
筆
し
た
方
々
で
あ
る
。
ど
ち
ら
が
優
れ
て
い
る
か
は
も
ち

ろ
ん
は
か
る
べ
く
も
な
い
。
こ
こ
に
、
各
執
筆
者
の
個
性
が
十
分
発
揮
さ
れ
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
深
み
と
充
実
感
を
与
え
て
い
る
よ

う
に
恩
わ
れ
る
。
専
門
を
持
つ
複
数
の
執
筆
者
の
個
性
が
共
同
し
て
執
筆
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
完
成
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、
私
の
持

論
で
あ
る
。
「
正
確
さ
」
は
言
う
に
及
ば
ず
、
「
わ
か
り
易
さ
」
と
と
も
に
、
「
面
白
さ
」
が
加
味
さ
れ
た
著
作
に
仕
上
が
っ
た
と
自

負
し
て
い
る
。

次
に
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
て
、
各
執
筆
者
が
現
場
で
ど
の
よ
う
な
学
習
法
を
展
開
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
期
間
的
に

使
用
を
始
め
て
か
ら
今
日
ま
で
の
期
間
が
短
い
た
め
、
全
て
を
こ
こ
に
開
陳
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

今
後
は
、
別
に
作
成
し
た
C
D
R
（
『
日
本
史
副
読
本
』
を
、
そ
の
ま
ま
収
め
て
い
る
）
を
、
い
か
よ
う
に
も
加
工
し
工
夫
し
て
、

使
用
さ
れ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
私
の
場
合
、
大
学
に
お
い
て
は
、
受
講
者
に
各
章
の
「
時
代
の
概
観
」
を
二
〇
〇
〇
字
か
ら
一
五

〇
〇
字
へ
、
さ
ら
に
一
〇
〇
〇
字
へ
と
圧
縮
し
て
記
述
さ
せ
る
こ
と
で
、
時
代
の
核
心
を
理
解
す
る
学
習
を
行
っ
て
い
る
。
初
め
は
、

185



つ
か

単
に
文
章
を
短
縮
し
て
記
述
し
て
い
た
者
も
、
や
が
て
は
内
容
そ
の
も
の
を
、
さ
ら
に
書
か
れ
て
い
る
核
心
を
掴
み
、
自
ら
の
言
葉

ま
と

に
変
え
て
記
述
す
る
よ
う
に
な
る
。
各
時
代
を
専
門
と
す
る
教
師
が
何
百
年
に
わ
た
る
時
代
を
二
〇
〇
〇
字
に
纏
め
た
「
時
代
の
概

観
」
は
、
小
手
先
の
短
縮
に
よ
る
記
述
で
は
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
結
局
、
学
習
者
の
だ
れ
も
が
、
内
容
を
十

分
把
握
し
、
自
分
の
頭
で
整
理
が
つ
く
ま
で
考
え
抜
き
、
本
文
に
書
か
れ
文
字
に
縛
ら
れ
ず
、
自
ら
の
言
葉
で
纏
め
る
以
外
、
八
二

〇
〇
〇
字
を
一
〇
〇
〇
字
に
）
圧
縮
し
て
纏
め
る
こ
と
は
、
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
感
得
す
る
の
で
あ
る
。
実
際
に
受
講
者
の
書
い

た
異
体
的
文
章
を
事
例
と
し
て
、
こ
こ
に
挙
げ
る
こ
と
は
、
字
数
の
制
約
か
ら
記
載
で
き
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

テ
キ
ス
ト
の
目
的
で
あ
る
、
歴
史
は
暗
記
で
は
な
く
、
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
言
え
ば
、
実
践
例
の
一
つ
と
し
て
、

述
べ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

最
後
に
、
執
筆
い
た
だ
い
た
各
氏
を
紹
介
し
て
こ
の
項
を
閉
じ
る
こ
と
に
す
る
。

今
井
豊
氏
（
第
一
章
原
始
・
古
代
担
当
、
兵
庫
県
立
三
木
高
等
学
校
）
、
小
山
真
永
氏
（
第
二
章
中
世
担
当
、
同
県
立
社
高
等
学

校
）
、
勝
男
義
行
氏
（
第
三
葦
近
世
担
当
、
同
県
立
三
田
祥
雲
高
等
学
校
）
、
小
寺
正
敏
氏
（
第
四
章
近
代
担
当
、
同
県
立
三
木
高

等
学
校
）
、
三
原
慎
吾
氏
（
第
五
章
現
代
担
当
、
同
県
立
明
石
北
高
等
学
校
）
、
西
住
徹
（
第
五
章
現
代
担
当
と
全
章
統
括
、
同
県

立
神
戸
工
業
高
等
学
校
）
　
の
六
氏
で
あ
る
。

小
寺
正
敏
氏
を
除
い
て
、
全
て
兵
庫
教
育
大
学
大
学
院
教
育
研
究
科
・
教
科
領
域
教
育
専
修
の
修
士
課
程
を
修
了
さ
れ
た
方
々
で

カハ
H
H
u

あ
る
。
小
寺
氏
は
、
ご
く
最
近
、
共
著
と
し
て
、
大
学
で
の
講
義
用
テ
キ
ス
ト
を
出
版
さ
れ
た
。
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（
注
記
）

仙
　
濱
名
篤
、
川
嶋
大
津
夫
『
初
年
次
教
育
－
歴
史
・
理
論
・
実
践
と
世
界
の
動
向
』
（
丸
善
株
式
会
社
、
平
成
一
八
年
）
。

㈲
　
山
田
礼
子
『
一
年
次
（
導
入
）
教
育
の
日
米
比
較
』
（
東
信
堂
、
二
〇
〇
五
年
）
。

㈲
　
『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
地
理
歴
史
編
』
（
文
部
科
学
省
、
平
成
一
一
年
一
二
月
、
平
成
一
七
年
一
部
改
訂
）
。

㈱
　
日
本
政
治
史
学
会
報
告
‥
依
田
博
「
政
治
学
教
育
の
意
義
と
実
践
－
ジ
ュ
ネ
リ
ッ
ク
・
ス
キ
ル
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
そ
し
て
『
D
」
（
関
西
学
院
大
学
、

二
〇
〇
八
年
一
〇
月
一
二
日
）
。
＊
句
D
＝
「
教
育
力
向
上
へ
の
組
織
的
な
取
り
組
み
」
。
（
読
売
新
聞
教
育
叡
材
班
『
教
育
ル
ネ
サ
ン
ス
　
大
学
の
実
力
』

中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
九
年
）
三
六
四
頁
。

㈲
　
同
右
。

㈲
　
同
右
。

m
　
西
住
徹
「
生
徒
の
歴
史
認
識
を
育
て
る
教
材
作
り
－
「
わ
か
り
や
す
く
」
、
「
楽
し
く
」
、
「
正
確
に
」
　
の
追
求
－
」
　
（
学
校
教
育
学
会
『
学
校
教
育
研

究
会
』
第
九
巻
、
一
九
九
八
年
一
〇
月
）
。

㈲
　
西
住
徹
「
生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
日
本
史
の
取
り
組
み
～
三
年
間
の
教
材
作
り
と
そ
の
実
践
1
」
　
（
学
校
教
育
学
会
『
学
校
教
育
研
究
』
第
八

巻
、
一
九
九
七
年
）
。

㈱
　
（
小
項
目
）
　
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
一
一
年
度
発
行
の
各
社
教
科
書
（
『
日
本
史
』
A
・
B
）
　
二
覧
を
参
考
と
し
た
。

日
本
史
A

187

7 6 5 4 3 2 1 番
lこコ亨

日 日 日 日 日 日 日 教
A A A A A A A 科
0 0 0 0 0 0 0 窒巨ヨ

番
号

1 1 1 1 1 0 1
4 0 3 3 2 8 1

同 現 日 「司 日 高 日 豊
Eヨl等 代 本 等 本 校 本 名

学 の 史 学 史 日 史
校 日

本
史

改
訂
版

A 校 A 本
史
A

新
JT
版

A

改 改 日 改 現
訂 訂 本 訂 代
版

日
本
史
A
人

く
り
し

未
来

版 史
A

改
訂
版

版 牟
ら
の
歴
史

第 山 山 清 実 東 発
省
堂学 川

出
川
出

水
虫日

教
出

方ミ
重臣日

イ丁
者

習
社

版 版 院 版 籍

山石 渡 高 佐 ≡lまI弓 田 著
崎 遵 村 々 木 中 作
宏 昭 直 木 美 こ血ノ彰 者
之 夫 輿 寛 智 は
ほ は 司 男 か

か
七
名

ヽ「司梨
利
彦

は
か

○
名

は
か

哀

五
名名

○ 備
考



日
本
史
B

1
1

1
0

9 8 7 6 5 4 3 2 1 番
口‾亨

日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 教

B B B B B B B B B B B 科

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 全
日

番
ロ‾Tテ

0 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0

2 1 2 8 7 6 5 4 3 4 3

詳 新 「司 高 日 日 高 日 新 老
日説 日 校 等 本 本 校 本 遠 名

日 本 日 学 史 史 日 史 ＝
本
史

改

史

改
訂

本
史

改

校

日
本

B

改
訂

B

新
訂

本
史
B

新
訂
版

B 本
史
B

訂
版

l

版 訂
版

史
B

改
訂
版

版 版

新
日
本
史
B

高
等
学
校
　
最
新
日
本
史

明
成

桐 山
川

山 山 清 実 実 東 東
ロ
原 川 川 り水 蛮 教 教 京 京

慣

l

∃空
目

出 出 出 竜
田

堂 出 出 書 量
Eヨ店 版 版 版 院 版 版 籍 籍

村 宮 石 大 石 加 三重ま日 脇 宮 山 藤 著
尾 地 井 津 井 藤 木 田 原 本 尾 作
次 正 進 透 進 友 美 修 武 博 正 者
郎 人 ほ ほ ほ 康 智 は 夫 文 英
lは
む

ほ
か

空 空 空 ほ
か

男
は

か ほ
か

ほ
か

ほ
か

15
名

l

○
名

名 名 名 ○
名

か

哀

五
名

六
名 名

七
名

l
○ ○ ○ ○ 叢 備

考

＊
左
記
一
八
点
の
教
科
書
（
又
は
『
指
導
書
』
）
を
、
本
文
執
筆
の
た
め
に
参
照
し
た
。
特
に
「
備
考
」
○
印
（
各
社
の
主
力
教
科
書
）
　
は
、
最
新
語
句
の

記
述
に
あ
た
っ
て
、
参
考
と
し
た
。

㈹
　
読
売
新
聞
（
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
）
『
感
彩
人
（
か
ん
さ
い
じ
ん
）
』
村
上
三
島
氏
（
書
家
）
の
記
事
よ
り
。

仙
　
注
記
㈲
に
同
じ
。

㈹
　
米
原
謙
・
良
妻
三
佐
雄
編
『
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
時
代
精
神
－
幕
末
か
ら
戦
後
ま
で
』
（
萌
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）
。


